
透析導入期(他院転入時を含む) 

FB-110Pβ 

75歳以上  

QB120ml/min 

QB100ml/min 

QB150ml/min 

OHDFスタート(Alb3.2以上) 

FB-150Uβ 

RLS・搔痒感が強い時 

・QBは保持したまま 
QS:４L/hから開始。 

 
・各段階の評価期間 
最低１ヶ月（Alb確認） 
・症状が強ければ 
期間以内でもup検討 

GDF-21(無印) 

QS：4L/h 

QS:8L/h 

QS:12L/h 

QS:16L/h 

75歳以下  

Alb2.8～3.2 
経過観察 

MFX-15M 
QS：2L/h 

0.5g/dl以上の急激な低下 
QS、QBを1段階条件を下げる 

NVF-15M 
（IHDF） 

OHDFで 
BP低下 

QB180ml/min 

QS:4L/h 

QB200ml/min 

QB230ml/min 

QB280ml/min 

QB300ml/min 

  

GDF-21M  
QD：600ml/h 

 

 MFX-25S 

QS:12L/h QD：700ml/h 

・効率不良・除去率不足 
⇒upフロー（高齢者Kt/v：1.2以上 
若年者1.4以上目標) 
高齢者は過剰効率とならないよう配慮する 
・各段階で1wの評価期間を設ける 
・倦怠感/不均衡症状/活力低下⇒downﾌﾛｰ 
・PVPｱﾚﾙｷﾞｰ保有者に対してはFIX-150S、
FIX-250Sを使用する 

・栄養状態が悪い時にはその都度、栄養士
介入 
・状況に応じて長時間OHDFも検討 

GDF-15M 
QS:2L/h 

QB250ml/min 

Alb低下 

  

MFX-21E  
QD：600ml/h 

 

  

FIX-250S 

QS:8L/h 

 MFX-30S 


